
令和7年度　評価規準 学校名：江戸川区立小岩第一中学校

教科 学年技術・家庭

○意欲的にプログラムを制作してい
る。
○目的や条件に適した計測・制御の
情報処理の手順を決定できる。
○簡単なプログラムを作成できる。
○情報処理についての知識を身に付
けている。

単元のまとまりの評価規準

第３学年

金属・プラスチック加工の技術
を利用した製作品の製作

○意欲的に製作に取り組むことができ
る。
○材料と加工の特性等の原理・法則
と、構造・加工方法等の基礎的な技術
の仕組みについて理解することができ
る。
○技術に込められた問題解決の工夫
について考えることができる。
○製作に必要な図をかくことができ
る。
○問題を見出し、課題を設定し、設計
を具体化するとともに製作の過程や
結果の評価、改善及び修正について
考えることができる。

計測・制御のプログラミングに
よる問題解決

単元名 単元の到達目標（小単元のねらい）
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・おもちゃ製作を通して、幼児の心身
の発達を促すおもちゃの工夫につい
て考えることができている。
・幼児の気持ちを考えた手作りおも
ちゃの工夫をしている。

・幼児の遊びを豊かにする遊び道具
について考えることができる。
・おもちゃ製作を通して、幼児に関心
が持つことができる。

・安全適切なプログラムの制作、及び
デバッグ等ができる。

・材料や加工の特性等の原理・法則
と、材料の製造・加工方法等の基礎
的な技術の仕組みについて理解して
いる。
・適切な図法を用いて、製作に必要な
図をかくことができる技能を身に付け
ている。
・工具や機器を使用して、安全・適切
に材料取り、部品加工、組み立て・接
合、仕上げができる技能を身に付けて
いる。

・プログラムがよりよいものとなるよう
改善及び修正を考えることができる。

・幼児の心身の発達に合った声かけ
や生活習慣の習得について問題を見
いだして課題を設定し、解決策を構想
し、実践を評価・改善し、考察したこと
を論理的に表現するなどして課題を解
決する力を身に付けている。

・家族や地域の人々と協働し、よりよ
い生活の実現に向けて、幼児の生活
と家族について、問題の解決に主体
的に取り組んだり、振り返って改善し
たりして、生活を工夫し創造し、実践し
ようとしている。

・課題の解決策を、条件を踏まえて構
想し、製作図等に表す力を身に付け
ている。
・設計に基づく合理的な解決作業につ
いて考える力を身に付けている。
・課題の解決結果や解決過程を評
価、改善及び修正する力を身に付け
ている。

・進んで情報の技術と関わり、主体的
に理解し、技能を身に付けようとして
いる。
・自らの問題解決とその過程を振り返
り、よりよいものとなるよう改善・修正
しようとしている。

・自分なりの新しい考え方や捉え方に
よって、解決策を構想しようとしてい
る。
・自らの問題解決とその過程を振り返
りよりよいものとなるよう改善・修正し
ようとしている。

自分の成長と家族・家庭生活

○幼児期の心身の発達の特徴を知
る。
○幼児期の言葉の発達について知
る。

・自分の成長と家族や家庭生活との
関わりが分かり、家族・家庭の基本的
な機能について理解しているととも
に、家族や地域の人々と協力・協働し
て家庭生活を営む必要があることに
気付いている。

幼児の生活と家族

○幼児の体と運動機能の特徴を中学
生と比較して理解する。
○幼児期の心の発達が、自立への歩
みとなる事を理解する。
幼児の生活習慣について知り、生活
習慣の習得が自立の基礎となる事を
理解する。
○幼児期の心の発達が、自立への歩
みとなる事を理解する。

・自分の成長と家族や家庭生活との
関わりが分かり，家族・家庭の基本的
な機能について理解しているととも
に，家族や地域の人々と協力・協働し
て家庭生活を営む必要があることに
気付いている。
・幼児の身体の発育や運動機能の発
達、言葉、情緒、社会性の特徴につい
て理解している。
・幼児の心身の発達を支える家族の
役割について理解している。
・幼児の生活習慣の形成の重要性と
それを支える家族の役割、基本的な
信頼関係を築くことの大切さを理解し
ている。

遊びを豊かにするおもちゃ作り

○幼児の一日の生活は遊びが中心で
あることを知る。
○幼児にとっての遊びの意義につい
て考えることができる。
○幼児の発達に応じた適切なおも
ちゃについて考え、製作する。
○製作したおもちゃで幼児と遊ぶこと
ができる。

・幼児の一日の生活が理解している。
・幼児にとっての遊びの意義について
理解している。
・幼児が興味を持つようなおもちゃを
製作している。

・幼児を事故から守るために、どんな
配慮が必要か工夫することができる。
・幼児との関わり方について問題を見
いだして課題を設定し、解決策を構想
し、実践を評価・改善し、考察したこと
を論理的に表現するなどして課題を解
決する力を身に付けている。

・幼児をいたわる気持ちや幼児の発
達に関心をもつことができる。
・家族や地域の人々と協働し、よりよ
い生活の実現に向けて、家族、幼児
の生活又は地域の生活について、課
題の解決に主体的に取り組んだり、振
り返って改善したりして、生活を工夫し
創造し、家庭や地域などで実践しよう
としている。

家族・家庭生活についての課
題と実践

○３年間を通して家庭科で学んだこと
を踏まえ、今後の生き方やライフプラ
ンを考える。

・今まで育ててくれた家族や地域、関
わった方へ感謝の気持ちをもち、今後
も人との関わりを大切に生活を送るこ
との大切さを理解している。

・３年間で身に付けた知識を生かし、
これからの生活を創造し自立に向け
て考えることができる。

・家族や地域の人々と協働し、よりよ
い生活の実現に向けて、家族、幼児
の生活又は地域の生活について、課
題の解決に主体的に取り組んだり、振
り返って改善したりして、生活を工夫し
創造し、家庭や地域などで実践しよう
としている。


